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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　連結経営指標等

回次
第149期

第１四半期連結
累計（会計）期間

第150期
第１四半期連結
累計（会計）期間

第149期

会計期間
自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日

自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日

自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日

売上高 （千円） 2,000,343 1,959,400 12,022,336

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） △544,590 △671,592 585,882

四半期（当期）純利益又は

純損失（△）
（千円） △533,040 △684,442 446,018

純資産額 （千円） 1,065,254 1,375,073 2,041,882

総資産額 （千円） 12,219,964 11,614,656 11,537,012

１株当たり純資産額 （円） 53.26 76.10 125.79

１株当たり四半期（当期）

純利益又は純損失（△）
（円） △38.40 △49.28 32.12

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － 32.02

自己資本比率 （％） 6.1 9.1 15.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △101,605 △186,485 1,554,875

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △139,633 △154,457 △585,979

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 53,208 699,970 △1,222,990

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,195,298 1,488,262 1,129,234

従業員数 （名） 866 856 845

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、第149期第１四半期連結累計(会計)期間は１株当たり四

半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第150期第１四半期連結累計(会計)

期間は潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

４　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在 　

従業員数（名） 856 　

（注）１　従業員数は就業人員数であります。

２　従業員数には、当社グループ外への出向在籍者は含まれておりません。

　

(2）提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在 　

従業員数（名） 92 　

（注）１　従業員数は就業人員数であります。

２　従業員数には、他社出向在籍者は含まれておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループ（当社及び連結子会社）の営業形態はサービス業であるため、生産、受注及び販売の状況については、

「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」におけるサービス別のセグメント業績に関連付け

て示しております。

　

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　 　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策やアメリカ・アジアへの輸出の復調によ

り一部で回復の兆しが見られましたが、中東・北アフリカ情勢の不安定化により原油価格が上昇基調となったこと

に加え、３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による被害や首都圏において行われた計画停電、燃料不足によ

る物流の停滞などにより、国民生活や企業活動は大きな影響を受けました。

　当社グループにおきましては、前第１四半期連結会計期間の天候不順による業績の悪化の反動もあり、各セグメン

トとも３月上旬までは前年同期を上回る状況で推移しました。また、地元の佐渡高等学校が春の選抜高校野球大会

で春夏を通じて初の甲子園出場を果たすなど、佐渡島内においても明るい雰囲気の中で３月からの観光シーズンを

迎えることとなりました。しかしながら、東北地方太平洋沖地震以降は観光客の予約キャンセルが相次いで発生し、

予定されていた観光イベントやスポーツイベントが中止を余儀なくされるなど、当社グループにとって非常に厳し

い観光シーズンの到来となりました。

　当第１四半期連結会計期間の売上高は1,959,400千円（前年同期比2.0％減）、営業損失は647,597千円（前年同期

は515,858千円の営業損失）、経常損失は671,592千円（前年同期は544,590千円の経常損失）、四半期純損失は

684,442千円（前年同期は533,040千円の四半期純損失）となりました。　

　

　セグメントの業績は以下のとおりであります。なお、当社グループの売上高は事業の性質上、第３四半期に著しく

増加する傾向にあり、季節的変動が顕著であります。 

　

①海運 

　当第１四半期連結会計期間の旅客輸送人員は220,536人（前年同期比5.0％減）、自動車航送台数は乗用車換算で

42,156台（前年同期比11.3％増）、貨物輸送トン数は37,272トン（前年同期比29.6％増）となりました。

　輸送実績は、佐渡島内において行われている総合病院新築工事に伴う資材輸送等により自動車航送及び貨物部門

で前年同期を上回ったものの、旅客輸送部門は東北地方太平洋沖地震の影響により、３月からスタートする予定で

あった県外旅行業者による大口団体の旅行が当面の間、催行を見合わせることになった他、首都圏出発を中心とし

た旅行ツアーが相次いでキャンセルとなったことから前年同期を下回りました。

　また、原油価格の上昇により船舶燃料費が前年同期比で増加したことに加え、前年８月に発生したカーフェリー

「おおさど丸」の機関故障を受けて、毎年、閑散期に実施している船舶整備・修繕において点検項目等を増やした

ことに伴い、船舶修繕費が前年同期比で増加しました。　

　当第１四半期連結会計期間の売上高は1,267,394千円、営業損失は579,149千円となりました。　

②一般貨物自動車運送　

　貨物運送が堅調に推移したことに加え、佐渡島内において行われている総合病院新築工事に伴う資材輸送があっ

たことから売上高は増加しました。

　当第１四半期連結会計期間の売上高は528,647千円、営業利益は24,094千円となりました。　

③売店・飲食　

　閑散期の増収対策として苗場地区で営業している食堂部門が不振であったことに加え、３月からスタートする予

定であった県外旅行業者による大口団体の弁当の予約が東北地方太平洋沖地震発生によりキャンセルとなったこ

とや、観光客数の減少により佐渡島内の売店・食堂部門も影響を受け、当セグメントの売上高は減少しました。

　当第１四半期連結会計期間の売上高は195,892千円、営業損失は40,358千円となりました。　

EDINET提出書類

佐渡汽船株式会社(E04244)

四半期報告書

 4/26



④観光

　旅行部門、観光施設部門、宿泊部門ともに東北地方太平洋沖地震発生以降、観光客が大幅に減少した影響を受けま

したが、前連結会計年度の第３四半期において当セグメントの佐渡汽船観光㈱が同社を存続会社として⑤その他の

佐渡汽船コンピューターサービス㈱と合併したことにより、当セグメントの売上高は増加しました。

　当第１四半期連結会計期間の売上高は210,460千円、営業損失は59,799千円となりました。

⑤その他　

　前連結会計年度の第３四半期において佐渡汽船コンピューターサービス㈱が合併により消滅会社となったこと、

また前連結会計年度の第４四半期に佐渡汽船モータース㈱が清算となったことから、その他の売上高は減少しまし

た。

　当第１四半期連結会計期間の売上高は63,462千円、営業損失は2,332千円となりました。　

　

(2）キャッシュフローの状況

　当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、営業活動による

資金の減少が186,485千円、投資活動による資金の減少が154,457千円、財務活動による資金の増加が699,970千円と

なり、前連結会計年度末に比べ359,028千円増加し、当第１四半期連結会期間末残高は1,488,262千円(前年同期比

24.5％増)となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動による資金の減少は186,485千円(前年同期は101,605千円の減少)となりました。これは税金等調整前四

半期純損失が656,620千円で、減価償却費が203,190千円、賞与引当金が113,607千円増加したこと、未収消費税が

107,543千円減少したことが主な要因であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　

　投資活動による資金の減少は154,457千円(前年同期は139,633千円の減少)となりました。これは有形及び無形固

定資産の取得による支出が121,517千円あったことが主な要因であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)　

　財務活動による資金の増加は699,970千円(前年同期は53,208千円の増加)となりました。これは短期及び長期借入

金の返済による支出が1,318,317千円発生したものの、短期及び長期借入れによる収入が2,021,400千円あったこと

が主な要因であります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等について、変更はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年５月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 13,930,902 13,930,902

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 13,930,902 13,930,902 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

    平成22年３月26日定時株主総会及び平成22年３月26日取締役会決議　

　
 

　第１四半期会計期間末現在
（平成23年３月31日）　

　新株予約権の数（個） 　626（注）１

　新株予約権のうち自己新株予約権の数　 　―

　新株予約権の目的となる株式の種類 　普通株式　

　新株予約権の目的となる株式の数（株） 　62,600（注）１　

　新株予約権の行使時の払込金額（円） 　１株当たり１（注）２

　新株予約権の行使期間　 平成22年４月13日～平成53年４月12日

　新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
　発行価格及び資本組入額（円）　

　発行価格　　　251
　資本組入額　  126

　新株予約権の行使の条件 　（注）３

　新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

　代用払込みに関する事項 　―

　組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 　―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株とする。

　ただし、割当日後、当社が普通株式につき、株式分割（当社普通株式の無償割当を含む。以下、株式分割の記載につ

き同じ。）または株式併合を行う場合には、付与株式数を次の計算により調整する。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

　調整後付与株式数は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日（基準日を定めないときは、その効力発生

日）以降、株式併合の場合は、その効力発生日以降、これを適用する。ただし、剰余金の額を減少して資本金または

準備金を増加する議案が当社株主総会において承認されることを条件として株式分割が行われる場合で、当該株

主総会の終結の日以前の日を株式分割のため基準日とする場合は、調整後付与株式数は、当該株主総会の終結の日

の翌日以降これを適用する。

　また、上記の他、割当日後、当社が合併、会社分割または株式交換を行う場合およびその他これらの場合に準じて

付与株式数の調整を必要とする場合、当社は、当社取締役会において必要と認められる付与株式数の調整を行うこ

とができる。

　なお、上記の調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てる。
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２　割当てを受ける者が、当社に対して有する報酬請求権と新株予約権の払込金額の債務とを相殺するものとする。

３　①　新株予約権者は、当社の取締役ならびに監査役に在任中は行使することができず、いずれの地位をも喪失

した日の翌日から10日を経過する日までの間に限り行使することができる。

また、新株予約権者が当社子会社の取締役である場合には、当該新株予約権者は、当該子会社の取締役に在

任中は行使することができず、その地位を喪失した日の翌日から10日を経過する日までの間に限り行使する

ことができる。

②　上記①にかかわらず、当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、当社が分割会社となる分割契約もしく

は分割計画承認の議案、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画承認の議案につき、当社

株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされた場合）、当該承認日

の翌日から30日間に限り新株予約権を行使できるものとする。ただし、組織再編行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項に従って新株予約権者に再編対象会社の新株予約権が交付される場合を除くものとする。

③　新株予約権者は、株式報酬型ストックオプションを一括して行使することを要する。

④　新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は、当該被相続人が死亡した日の翌日から６ヶ月を経過す

る日までの間に限り、本新株予約権を行使することができる。

⑤　その他の権利行使の条件は、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるとこ

ろによる。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年１月１日～

平成23年３月31日
－ 13,930,902 － 801,103 － 638,959

　 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日（平成22年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式 　　　 　1,700
－ －

（相互保有株式）

普通株式　　　　　58,900
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　　　13,863,400 138,634 －

単元未満株式 普通株式　　　　　6,902 － －

発行済株式総数 13,930,902 － －

総株主の議決権 － 138,634 －

　

②【自己株式等】

　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

佐渡汽船株式会社
新潟県佐渡市両津湊

353番地
1,700 － 1,700 0.01

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

両津南埠頭ビル株式会社
新潟県佐渡市両津湊

353番地１
15,500 － 15,500 0.11

佐渡汽船運輸株式会社
新潟県佐渡市吾潟

183番地１
27,400 － 27,400 0.19

佐渡汽船観光株式会社
新潟市中央区万代島

９番１号
3,000 － 3,000 0.02

株式会社佐渡西三川ゴール

ドパーク

新潟県佐渡市西三川835番

地１
13,000 － 13,000 0.09

計　　 － 60,600 － 60,600 0.43
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

　
２月

　
３月

　　

最高（円） 256 248 253 　

最低（円） 242 235 230 　

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）

に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については高志監査法人による四半期レビューを受け、また、当第１四半期連結会計期間（平成23年

１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第149期連結会計年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高志監査法人

　第150期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　新日本有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 ※1
 2,000,343

※1
 1,959,400

売上原価 2,252,478 2,342,613

売上総損失（△） △252,135 △383,213

販売費及び一般管理費 ※2
 263,723

※2
 264,384

営業損失（△） △515,858 △647,597

営業外収益

固定資産賃貸料 17,164 19,081

受取利息 1,842 127

受取配当金 118 402

その他 24,601 20,250

営業外収益合計 43,725 39,860

営業外費用

支払利息 61,157 54,989

固定資産賃貸費用 8,151 5,603

持分法による投資損失 1,535 －

その他 1,614 3,263

営業外費用合計 72,457 63,855

経常損失（△） △544,590 △671,592

特別利益

固定資産売却益 1,405 29,356

前期損益修正益 54 －

特別修繕引当金戻入額 5,461 －

貸倒引当金戻入額 394 －

国土交通省調査事業請負金 35,980 －

受取保険金 － 13,158

その他 765 305

特別利益合計 44,059 42,819

特別損失

固定資産売却損 265 －

固定資産除却損 2,998 228

減損損失 － 2,677

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24,929

その他 － 13

特別損失合計 3,263 27,847

税金等調整前四半期純損失（△） △503,794 △656,620

法人税、住民税及び事業税 31,674 2,573

法人税等調整額 △12,369 3,393

法人税等合計 19,305 5,966

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △662,586

少数株主利益 9,941 21,856

四半期純損失（△） △533,040 △684,442
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(2)【四半期連結貸借対照表】
（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,886,520 1,476,045

受取手形及び売掛金 586,584 702,787

たな卸資産 ※1
 609,209

※1
 610,590

繰延税金資産 165,879 166,593

その他 132,523 258,746

貸倒引当金 △3,119 △2,197

流動資産合計 3,377,596 3,212,564

固定資産

有形固定資産

船舶（純額） 1,450,178 1,472,670

建物（純額） 3,485,603 3,526,029

土地 1,913,289 1,913,289

その他（純額） 784,642 806,896

有形固定資産合計 ※2
 7,633,712

※2
 7,718,884

無形固定資産

のれん 111,071 121,837

その他 123,867 119,631

無形固定資産合計 234,938 241,468

投資その他の資産

投資有価証券 169,848 163,544

破産更生債権等 360,640 360,640

長期前払費用 144,394 142,303

繰延税金資産 547 3,226

その他 53,621 55,023

貸倒引当金 △360,640 △360,640

投資その他の資産合計 368,410 364,096

固定資産合計 8,237,060 8,324,448

資産合計 11,614,656 11,537,012
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 403,473 426,678

短期借入金 845,000 547,750

1年内返済予定の長期借入金 1,849,933 1,874,448

未払法人税等 3,293 15,655

賞与引当金 156,452 42,845

関係会社支援損失引当金 10,265 10,264

その他 494,842 581,746

流動負債合計 3,763,258 3,499,387

固定負債

長期借入金 5,455,036 5,024,688

退職給付引当金 557,049 544,969

役員退職慰労引当金 20,229 19,223

特別修繕引当金 99,160 88,183

負ののれん 50,690 55,633

資産除去債務 35,049 －

その他 259,112 263,046

固定負債合計 6,476,325 5,995,743

負債合計 10,239,583 9,495,130

純資産の部

株主資本

資本金 801,103 801,103

資本剰余金 638,959 638,959

利益剰余金 △348,507 341,220

自己株式 △46,078 △46,078

株主資本合計 1,045,478 1,735,205

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,337 11,724

評価・換算差額等合計 11,337 11,724

新株予約権 15,650 11,737

少数株主持分 302,608 283,215

純資産合計 1,375,073 2,041,882

負債純資産合計 11,614,656 11,537,012
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △503,794 △656,620

減価償却費 249,868 203,190

減損損失 － 2,677

貸倒引当金の増減額（△は減少） △90,106 921

持分法による投資損益（△は益） 1,535 －

受取利息及び受取配当金 △1,960 △529

支払利息 61,157 54,989

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24,929

売上債権の増減額（△は増加） 321,292 116,205

たな卸資産の増減額（△は増加） 37,949 1,382

仕入債務の増減額（△は減少） 72,295 △20,934

のれん償却額 4,864 5,823

賞与引当金の増減額（△は減少） 100,617 113,607

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△44,462 13,086

株式報酬費用 － 3,912

特別修繕引当金の増減額（△は減少） △64,951 10,977

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △1,405 △29,356

有形及び無形固定資産除却損 3,263 228

未収消費税等の増減額（△は増加） △24,592 107,543

未払消費税等の増減額（△は減少） △42,689 1,262

その他 △78,748 △62,181

小計 133 △108,889

利息及び配当金の受取額 1,960 529

利息の支払額 △75,011 △67,909

法人税等の支払額 △28,687 △10,216

営業活動によるキャッシュ・フロー △101,605 △186,485

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △6,950

有形及び無形固定資産の取得による支出 △177,938 △121,517

有形及び無形固定資産の売却による収入 1,979 30,453

定期預金の預入による支出 △59,931 △110,451

定期預金の払戻による収入 54,043 59,004

短期貸付けによる支出 － △5,000

短期貸付金の回収による収入 40,000 －

長期貸付金の回収による収入 2,264 24

その他 △50 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー △139,633 △154,457
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 680,000 415,000

短期借入金の返済による支出 △187,982 △117,750

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △617 △639

長期借入れによる収入 502,920 1,606,400

長期借入金の返済による支出 △938,639 △1,200,567

少数株主への配当金の支払額 △2,474 △2,474

財務活動によるキャッシュ・フロー 53,208 699,970

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △188,030 359,028

現金及び現金同等物の期首残高 1,383,328 1,129,234

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,195,298

※
 1,488,262
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　当第１四半期連結会計期間

（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）　

　会計処理基準に関する事項の

　変更　

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ249千円増加し、税金等調整前四半期純損

失は25,178千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は34,914千円であります。　
　

  　  　

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。
　

　

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

１　固定資産の減価償却費の算定方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく年間償却

予定額を期間按分しております。

２　棚卸資産の評価方法

　棚卸資産の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によってお

ります。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著

しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日　 至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日　 至　平成23年３月31日）

※１　当社グループの売上高は、事業の性質上、第３四半期

に集中する傾向があり、季節的な変動が顕著でありま

す。

※１　当社グループの売上高は、事業の性質上、第３四半期

に集中する傾向があり、季節的な変動が顕著でありま

す。

※２　販売費及び一般管理費の主なもの ※２　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与・賞与 72,722千円

退職給付費用 1,220

貸倒引当金繰入額 2,200

役員退職慰労引当金繰入額 1,545

賞与引当金繰入額 9,548
　

従業員給与・賞与 69,789千円

退職給付費用 3,437

貸倒引当金繰入額 3,105

役員退職慰労引当金繰入額 1,201

賞与引当金繰入額 12,668

 

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※１　たな卸資産の内訳は次の通りであります。 ※１　たな卸資産の内訳は次の通りであります。

貯蔵品 570,846千円

商品 37,118

原材料 1,245

貯蔵品 566,803千円

商品 42,637

原材料 1,150

※２　有形固定資産の減価償却累計額 33,237,541千円

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額 33,095,078千円

　 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日　 至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日　 至　平成23年３月31日）

※  　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※  　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,473,704千円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △278,406

現金及び現金同等物計 1,195,298千円
　

現金及び預金勘定 1,886,520千円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 398,258

現金及び現金同等物計 1,488,262千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年３月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　13,930,902株　　　

　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　43,195株　

　

３　新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

　新株予約権の当四半期連結会計期間末残高　　　親会社　15,650千円　

　　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　
海運業
（千円）

一般貨物
自動車
運送業
（千円）

売店・
飲食業
（千円）

観光業
（千円）

その他
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　 　 　

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,252,615428,866232,33048,44538,0872,000,343 － 2,000,343

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
2,201 77,000 9,369132,05371,118291,741(291,741) －

計 1,254,816505,866241,699180,498109,2052,292,084(291,741) 2,000,343

営業利益又は営業損失（△） △417,92124,241△39,270△94,132△7,772△534,85418,996△515,858

（注）１　事業区分の方法

事業区分は、役務の種類・性質及び類似性を考慮して区分しております。

　

２　各事業区分の事業内容

事業区分 事業の内容

海運業 沿海海運業、船舶管理業、船舶修繕業

一般貨物自動車運送業 一般貨物自動車運送業

売店・飲食業 売店・飲食業、食堂・レストラン他

観光業 旅行業、観光施設業、旅館業

その他事業 建物サービス業、情報処理・提供サービス業、不動産賃貸業、自動車整備業

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）において、在外連結子会社及び在外

支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）において、海外売上高がないため該

当事項はありません。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。　

　当社グループは佐渡島～本土間の海上運送サービスを中心に、佐渡島の基幹産業の一つである観光産業に

付帯するサービスを展開しております。

　したがって、当社グループはサービス別の「海運」、「一般貨物自動車運送」、「売店・飲食」及び「観

光」の４つを報告セグメントとしております。

　

　報告セグメントごとのサービスの種類

報告セグメント 　サービスの種類

　海運 　旅客・自動車・貨物の海上運送サービス

　一般貨物自動車運送　 　一般消費者・企業向け貨物輸送、自動車整備サービス

　売店・飲食 　主に観光客を対象とした土産販売、食堂サービス

　観光 　主に観光客を対象とした旅行商品販売・観光案内、観光施設、宿泊サービス

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）　

　（単位：千円）

　

報告セグメント　
その他

（注）　
合計　

海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光　 計

 売上高　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 　1,261,514　431,176　191,910　49,921　1,934,521　24,8791,959,400　

　セグメント間の内部売上高

  又は振替高
　5,880 　97,471 　3,982　160,539　267,872　38,583　306,455

計 　1,267,394　528,647　195,892　210,460　2,202,393　63,4622,265,855　

 セグメント利益又は損失(△)　△579,149　24,094　△40,358　△59,799　△655,212　△2,332△657,544　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

　　　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                              （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 　△655,212

　「その他」の区分の利益 　△2,332

　セグメント間取引消去 　9,947

　四半期連結損益計算書の営業損失 　△647,597

　

（追加情報）　

　当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年3月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載を省略しております。　

　

（有価証券関係）

　前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　四半期連結財務諸表への金額的重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　資産除去債務に関する会計基準の適用に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首に計上した金額に比べ著しい変

動が認められないため、記載を省略しております。

　

（賃貸等不動産関係）

前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

　 76.10円 　 125.79円

（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

純資産の部の合計額（千円） 1,375,073 2,041,882

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 318,258 294,952

控除する金額の内訳

　新株予約権（千円）

　少数株主持分（千円）　

 

15,650　

302,608　

 

11,737　

283,215　

普通株式に係る四半期末の純資産額（千円） 1,056,815 1,746,930

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の

数（株）
13,887,707 13,887,707

　

２　１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額 38.40円 １株当たり四半期純損失金額 49.28円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株

当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在

株式は存在するものの１株当たり四半期純損失のため記載

しておりません。

（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額　 　 　

　四半期純損失（千円） 533,040 684,442

　普通株式に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純損失（千円） 533,040 684,442

　普通株式の期中平均株式数（株） 13,883,056 13,887,707

希薄化効果を有しないため、散在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要　

－ －

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
　

平成22年５月５日

佐渡汽船株式会社

取締役会　御中
　

高志監査法人

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 片　　岡　　俊　　員　　印

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐 々 木　　隆　　輔　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている佐

渡汽船株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日か

ら平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期連結貸借

対照表及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐渡汽船株式会社及び連結子会社の平成

22年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

 
　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
　

平成23年５月12日

佐渡汽船株式会社

取締役会　御中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴    木    真 一 郎　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五 十 嵐　　　    朗　　印

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員　
　 公認会計士　 井 　 口　　　　　誠    印　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている佐

渡汽船株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日か

ら平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期連結貸借

対照表及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐渡汽船株式会社及び連結子会社の平成

23年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

 
　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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